
水稲新除草剤の実用化

農試県南分場 。技術部

1.背 景とねらい

近年、農薬に対しては人畜、環境に与える影響の面で厳しい状況にあり、主要な初期除草剤であった
CNP含 有剤 (MO粒 剤、ショウロンM粒 剤)、 プタクロール含有剤 (テ

｀
肋ット乳剤、千シェット粒剤2.5)が河川

等の水質を汚染する危険があるとして製造中止となる予定である。そこで、大幅に減少する初期除革剤
の変わりに、新たな初期剤の基準編入が望まれている。
また、フロアプル除草剤は拡散性に優れ、瞳畔からの処理で雑草防除が可能であり、不整形の圃場で
も適量処理が容易にできるほか、散布機材が不要なことから水稲の省力栽増技術として普及されてきた
が、従来防除基準採用剤が一剤しかなく剤数の増加が求められていた。

2.技 術の内容
(1)新除草剤一覧

区 分

初芳明斉J ノビエ1.5葉まで
ノビエ1,0葉まで
ノビエ1.5葉まで
ノビエ1.5葉まで

ノビエ1.5葉まで

ノビエ1.5葉まで

ノビエ1.5葉まで
一
発 ノビエ2.5葉まで

(2)各除草剤の特性等
ア、センテ粒剤｀
種 類 名 :クロメフ

°
ロッフ
°・フ
°
レチ″口→レ粒剤 (試験 名 :CGM-15)

有効成分 :クロメフPロッフ
°1.5%,フ°レカクロ→レ1.5%

毒  性 :人畜毒性;普通物、魚毒性;B類相当
・ノビエ抑制期間は20日程度で初期剤としては長い、ミス

｀
がヤツリ・ウリカワにはやや効果が劣る。

下葉枯れ等の菜害がでることがあるが、回復は早い。

イ、モーダウン粒剤 (再採用 :S60防除基準より削除)
種 類 名 : ビフェノックス粒剤 ( 試験 名 : M C - 7 9 )

有効成分 :ビフジックス7%

毒  性 :人畜毒性;普通物、魚毒性;B類相当
。雑草の発生前～発生初期に効果が高く、ノビエ1.0葉まで、炒lbT・Aラオウ

ヾ
力は発生始期までに

使用する。深水では、葉鞘褐変 ,流れ葉等の薬害の原因となる。

ウ、レトリーフロアブル

種 類 名 : と
°
リフ
S チ
カルフ
｀
ザロモフ
｀
チト・`ヒ
｀
フェノックスフロアフ

S ル
( 試験 名 : T S R - 1 2 1 フロアフ

｀
ル)

有効成分 :ヒ
°
リフ
｀
効ルデ 10%、デロモフ

｀
チト
S12%、
ビフェノックス1%

毒  性 :人畜毒性;普通物、魚毒性,A類相当
・ノビエ抑草期間は20日程度で初期剤としては長い。浅植え等で根が露出した場合、生育抑制等の薬
害を生じることがあるので、植え付けは丁寧に行う

工、アワードフロアブル

種 類 名 :イマツ
｀
スルフロン・ダイムロン・と

°
リフ
Sチ
カルフ
｀
水和剤 (試 験 名 :TH-913STフロアフ

Sル
)

有効成分 :イ砂
や
スルフロン1,恥、ダイムロン27.5%、ビリフ

S功
ルフ
｀
12.0%

毒  性 :人畜毒性;普通物、魚毒性;A類相当
・ノと
｀
工1,5葉期、ホタルイ・ヘラオウ

や
かウリカワ・オモダかミス

｀
がリリ2,0葉期までが散布の適期。

表層剥離に対する防止効果は発生始期以降では極めて低い。
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オ、カルショットフロアブル

種 類 名 :ヒ
°
リフ
｀
チカルデ・ギンスルフロンメカし水和剤 (試 験 名 :TD卜888フロアデル)

有効成分 :ヒ
°
リガチカルフ
｀
12.0%、ギンスルフロンメカレ1.4%

毒  性 :人畜毒性;普通物、魚毒性;A類相当
・ノビエ1.5葉期、炒ルイ・ヘラオモタ

｀
かウリカワ・ミス

｀
がヤツリ2.0葉期までが散布の適期。

表層剥離に対する防止効果は発生始めで10日程度

力、クサメッツフロアプル

種 類 名 :たレロ引いギンス膨ロンメカレ水和剤 (試 験 名 :NS【
-855フロアフ
｀
ル)

有効成分 :た,レロ」レ5。0%、へ
｀
ンスルフコンメチル1.4%

毒  性 :人畜毒性;普通物、魚妥性;B類相当
・ノビエ1.5葉期、ホタ】И・ヘラオモダカ・ウリカワ・オモダかミス

｀
がヤツリ2.0葉期までが散布の適期。

表層剥離に対する防止効果は発生始めで10日程度

キ、ワンベストフロアプル剤

種 類 名 :たルクロ司レ・ピラツ
｀
キンフェン・フ
｀
ロモデチド水和剤 (試 験 名 :SL-970)

有効成分 :ヒ
°
ラツ
｀
寺シフェン15%、デロモデチト

・
10%、たレロール2%

毒  性 :人畜毒性;普通物、魚善性;B類相当
・ノビエ1.5葉期、ホタルイ・ヘラオυ

｀
力・ウリカワ・ミス

'が
ヤツリ2.0葉期までが散布の適期。

ク、バトル粒斉け
種 類 名 :イマツ

｀
翔リロン・ダイムロン・メフェナセット粒剤 (試験 名 :TH-913SN粒剤)

有効成分 :イマツ
｀
粛レフロン0。3%、ダイムロン5.0%、メフェナセット3.5%

毒  性 :人畜毒性 :普通物、魚毒性 :B類 相当
・ホタルイ・ヘラオモダかウリカワ・オモタ

｀
かミス
｀
がヤツリ2葉期、クロク

｀
ワイ発生始、セリ発生始までが散布の適期。ロクリイに

も効果があるが、遅発のものには効果が劣るので、必要に応じて後期剤と組合せる。

3.指 導上の留意事項

(1)フロアブル斉Jの散布について
・各剤のボトル1本 (500ml)当たりの散布回数(手振り回数)と10a当たりの散布員、手振り回数の目

安を下表に示した。手振りの間隔は剤及び圃場のスケ
ール、及び手振りの強さによつても異なる

ので、最初は散布の際散布間隔は長め(3～4m)、散布量は少なめとし基準使用量を守る。

(手振り回数)

5 0 0ml(25～ 30回 )

5 0 0ml(25～ 30回 )

5 0 0ml(50～ 60回 )

5 0 0ml(40～ 50回 )

1 0 0 0ml(約 60回 )

(2)CNP、 プタクロール含有剤が製造中止となるため、以下の剤を基準から削除する。
・MO粒 剤(CNP9%)、S41年編入、H6年使用面積208ha
・ショウロンM粒剤(CNP9%、ダイムロン7%)、S50年編入、H6年使用面積98ha
・デルカット軍臓1(オキサシ

｀
アツ
｀
ン8%、フ
｀
タクロ→レ12%)、S55年編入、H6年使用面積15,498ha

・マーシェット粒剤2.5げタクロ
ール2.5%)S49年 (5,0%剤)、S62年編入(2.5%剤)、H6年使用面積5,427ha

・クサカリン粒斉125(と
°
ラヅレート6%、デタクロール2.5%)、S55年編入、H6年便用面積15,498ha

4.試 験成績 (省略)

1本 (500ml)を

散布するのに要
する手振り回数

30a(30*100m)日団

場を散布するた

めの散布間隔

25～ 30回

25～ 30回

50～ 60回

40～ 50回
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